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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
春
に
あ
た
り
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
の
台
風
15
号
・
19
号
で
は
幸
い
に
も
市
内
で
の
人
的
被
害
は
無
か
っ

た
も
の
の
、
住
家
や
農
業
・
水
産
施
設
等
の
破
損
な
ど
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
、

さ
ら
に
長
時
間
に
及
ぶ
停
電
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風
被
害
で
の
課
題

と
教
訓
も
踏
ま
え
て
、
地
域
防
災
力
の
向
上
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
一
層

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、
建
設
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
「
勝
浦
こ
ど
も
園
」
が
完
成
し
、
今

月
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
幼
稚
園
と
保
育
所
の
良
さ
を
兼
ね
備
え
た
施
設

で
、
一
時
保
育
室
や
子
育
て
支
援
室
、
病
後
児
保
育
室
も
完
備
し
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
を
大
切
に
育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
子
ど
も
の
年

齢
に
応
じ
た
教
育
・
保
育
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市

内
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
も

ま
も
な
く
完
了
い
た
し
ま
す
。
子
育
て
環
境
の
整
備
を
着

実
に
進
め
、
未
来
の
勝
浦
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ

る
観
光
の
振
興
に
お
い
て
は
、
現
在
、
市

観
光
協
会
が
観
光
庁
に
よ
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
の
登
録
候
補

法
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
地
域
の
観
光
資
源
に

精
通
し
、
地
元
と
連
携
し
な
が
ら
観
光
名
所
な
ど
を
作
り
出
す

司
令
塔
と
な
る
法
人
で
、
今
後
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
向
け
オ
ー
ル

勝
浦
で
「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う

べ
く
、
早
期
の
登
録
法
人
化
を
目
指
し
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　こ
の
ほ
か
、
元
行
川
ア
イ
ラ
ン
ド
跡
地
を
活
用
し
た
（
仮
称
）
勝
浦
シ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
リ
ゾ
ー
ト
計
画
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
な
ど
、
情
熱
・
対
話
・

地
元
愛
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
住
み
や
す
さ
の
向
上
」「
お
年
寄
り
・
子
育
て
支
援
の
強

化
」「
地
域
産
業
・
観
光
商
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」
な
ど
の
実
現
に
向
け
、
各
分
野

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
明
る
く
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

勝
浦
市
長

　土 

屋

　
　元

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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２
月
2�
日
㈰
に
遠
見
岬
神
社
か
ら

図
書
館
前
交
差
点
ま
で
雅
や
か
に
練

り
歩
く
、「
ひ
な
行
列
の
参
加
者
」

を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
限
・
時
間

　

２
月
７
日
㈮
ま
で

　

９
時
～
1�
時

　

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
実
行

委
員
会
事
務
局（
観
光
商
工
課
内
）

定
員
　

先
着
2�
人

対
象
　

２
歳
以
上
の
方

※
市
内
市
外
の
方
を
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
負
担
金

※
�
，
０
０
０
円

　

身
長
１
５
０
㎝
未
満
の
方
は
稚
児

衣
装
、
身
長
１
５
０
㎝
以
上
の
方

は
時
代
衣
装
で
統
一
さ
れ
ま
す
。

ご応募・ご参加お待ちしています！ご応募・ご参加お待ちしています！
２０２０ かつうらビッグひな祭り

͔
ͭ
͏
Β
ւ
中
ެ
Ԃ

ͪ
ỳ
ͪ
Ỵ
い
ͻ
ͳ
ࡇ
Γ

「
ࢠ
Ͳ
΋
の
ͻ
ͳ
ߦ
ྻ
」
参
加
者
募
集

Fax

　「̎̌̎̌かつうらビッグͻなࡇり」が̎月 22 日​から３月３日 まで開催されます。期間中はԕ見
ິਆ社のੴஈか͟りやܳज़จԽ交流センターなど、市಺各ॴにͻなਓܗがలࣔされます。ࡇりの始まり
を͛ࠂるࡇئفは̎月 22 日​開催。皆様のごདྷ場͓଴ちしています。

　

か
つ
う
ら

海
中
公
園
で

は
、「
か
つ
う

ら
ビ
ッ
グ
ひ

な
祭
り
」
に
併

せ
「
ち
っ
ち
ゃ

い
ひ
な
祭
り
」

を
開
催
し
ま

す
。
園
内
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー

ム
を
会
場
と
し
、
皆
さ
ま
の
作
品
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
「
手
作
り
ひ

な
人
形
」
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容
　

手
作
り
ひ
な
人
形
（
モ
チ
ー

フ
は
魚
や
動
物
な
ど
何
で
も
可
）
縦
・

横
��
㎝
以
内
の
も
の

応
募
方
法
　

宅
配
便
ま
た
は
、
ご
持
参

く
だ
さ
い

応
募
締
切
　

２
月
1�
日
㈯

展
示
期
間
　

か
つ
う
ら
海
中
公
園
・
レ

ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
に
て
（
２
月
22
日

～
３
月
３
日
ま
で
展
示
）

作
品
返
却
　

宅
配
便
に
て
３
月
中
旬
以

降
に
返
却
し
ま
す

※
応
募
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
缶

バ
ッ
チ
と
海
中
展
望
塔
招
待
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

提
出
先
・
問
合
せ
　

（
一
財
）
千
葉
県
勝

浦
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー

　

☎
��−

２
９
５
５

※
負
担
金
以
外
に
草ぞ
う
り履
・
足た

び袋
を
注

文
す
る
方
は
、買
い
取
り
代
金
が
、

お
よ
そ
２
，
０
０
０
円
。

※
申
込
後
に
参
加
取
り
や
め
の
場
合

は
、
負
担
金
を
お
返
し
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　

申
込
用
紙
を
送
付
し
ま

す
の
で
実
行
委
員
会
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い

　

☎
��−

６
６
４
１

　
　

��−

８
７
８
８

　
　

LBOLPV!
DJUZ�LBUTVVSB�KQ

೥͸ࠓ
݄̎��೔

͔Β

２０２０ かつうらビッグひな祭り
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民ੜҕһ・ࣇಐҕһ
氏　名 担当区 氏　名 担当区

༞子　ࠜࢁ 勝浦 େ୩　　ູ ௡ڵ
ຊ　༸子ࢁ ඿勝浦 ঙ࢘　　׮ क୩
ຊ৓　༸子 ඿勝浦 ւ࿝ࠜඦ߹子 ӏݪ
ాଜώϩ子 ग़ਫ ੴ઒　੅ߐ ӏݪ
԰୅　༟ඒ ๽໊ ؙ　ಸඒ子 ٢ඌ
஑ా　Ѫ子 ๽໊ ٢໺　मจ ୆॓ɾ໊໦ɾ্২໺
ࢬ๪　্ࡾ ๽໊ ླ໦　　ӫ େ৿ɾݹ৽ా
ੴҪ　ߐ޾ ๽໊ େ஛　　෢ 中ཬɾ੺Ӌࠜ
ࠜຊ　ᴲળ ۲඿ ః子　ాފ ২໺ɾ中ౡ
໨ཏ　　හ ۲඿ ᯎౢ　　ਔ ࢁɾ੕ాࢁ઒ɾೆߥ
中ଜ　৽ዳ দ部 ౻ฏ෋ඒ子 ֋ֻɾ๏ՖɾখӋށ
٢ਗ਼　ዳ子 ઒௡ ླ໦　༃子 ؔ୩ɾ中୩ɾฏా
Ӊ໺　ਸ਼ਖ਼ ઒௡ ᛹໺　ढ़ߐ ৽ށɾ॓ށ
Ӭా　ޫ子 ୔૔ ஛Լ　ߐ޾ ന໦ɾനҪٱอ
౉ᬒ　ٱඒ ୔૔ ௩　෢༤܅ ๕լɾֈా
ᖒ　෢ਓߐ ৽׭ ୩　　ٱ޷ େೇ
౉ᬑ　ਖ਼実 部ݪ ಺ా　࿨෉ দ໺ɾখদ໺
౜ח　ਔ෉ େ୔ Ֆϲ࡚ળ一 中૔ɾਿށ
দԬ　ޫߐ ඿ߦ઒ ᛹໺　ྑت ڷ໺ɾ市໺ࠤ
Ԙ୩ዳཧ子 ௡ڵ ੉Ί͙みؠ 市໺઒ɾՖཬ

ओ೚ࣇಐҕһ
氏　名 担当区 氏　名 担当区

ؔ　　੓࢘ 勝浦 福ా　හᏺ ্໺
ਫ໺　ਖ਼ଇ 勝浦 ੴ઒༑ل子 ্໺
Ԙ୩　ਖ਼ࢬ ௡ڵ ؔ　　༟ਔ ૯໺
ࠠԬ　࣏子 ௡ڵ ಺ా　༞一 ૯໺

‒�ຽੜҕһɾࣇಐҕһ໊฽

民生委員・児童委員
改選されました

　勝浦市の民生委員・児童委員、主任児童委員の
みなさまが、任期満了により改選されました。
　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱
を受け、担当地区のみなさまの困りごとや悩みな
どの相談に応じます。秘密は守られますので、お
気軽にご相談ください。
　委員の任期は、令和元年１２月１日から令和４
年１１月３０日までの３年間です。

問合せ　෱ࢱ՝ࣾ会෱ࢱ係　ὸ̓３ʵ̒̒２１

（敬称略）
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ͱࠂຽ੫のਃݝɾࢢ
ɹɹɹɹɹॴಘ੫の֬ఆਃࠂ

早めに！正しく！申告を！

申告期間　２ １݄�日 ʙ３ １݄�日 

　市役所では、市・県民੫のਃࠂと所ಘ੫の確定ਃࠂ相談、茂原
੫務ॺでは所ಘ੫の確定ਃࠂの受け付けをߦいます。ਃࠂの内༰
とਃࠂ受付日を確認の上、ૣΊに正しくਃࠂをࡁませましΐ͏。

಺ɹ༰ ձɹ৔ ɹؒظ डɹ෇ɹ࣌ɹؒ

所得税確定申告と
市県民税の申告

市役所１階
市民ロビー

２月１７日（月）～３月１６日（月）
※土曜・日曜・祝日を除く

８時３０分～１６時
（提出は１７時まで）

出張申告相談

上野集会所 ３月４日（水）
９時～１５時

（提出は１５時まで）
総野集会所 ３月５日（木）

興津集会所 ３月６日（金）

݄ɹ೔ ձɹ৔ ૬ɹஊɹ࣌ɹؒ

２月７日（金） 勝浦市役所４階会議室

９時から１６時
（受付は１５時まで）

　
アスモ会場は
１０時３０分から

２月１２日（水） いすみ市役所大原庁舎

２月６日（木）～２月１４日（金）
（土、日および祝日を除く）

茂原税務署
２階会議室

２月２３日（日）
茂原市　アスモ
１階センターコート

͍ئ͓
　ਃݶظࠂ間ۙになると会場は大มࠞみ合いますので、ૣΊにਃࠂしましΐ͏。市役所会場はࠞみ具合により、受付時間
をૣくకΊ੾る場合が͋りますので、なるべく３ޙޕ時ࠒまでにདྷ場されるよ͏͝協ྗをおئいします。

※͝དྷ場の際は、લ年のਃࠂॻなどの͑߇΍ݯઘ௃ऩ票などਃࠂに必要なॻྨ、චه具、計ࢉ器具、印鑑、Ϛイφンバー
に係る本人確認ॻྨ（ᶃϚイφンバーΧーυまたはᶄ通஌Χーυ）のࣸしなどを࣋͝参くͩさい。

※土地・ݐ෺ٴびࣜגなどのৡ౉所ಘの͋るํ΍、所ಘ金ֹまたはऩೖ金ֹがֹߴなํ、また、͝ 相談内༰がෳࡶなํは、
੫理࢜による༗料相談を受けていたͩくか、੫務ॺに͝相談くͩさい。

※ΞスϞ会場のみ当日のਃࠂॻ提出ができません。

申告会場と日程

税理士による無料申告相談
～申告書を作成して提出できます～

6KATSUURA 2020.1.10



)1

　

申
告
書
の
作
成
は
国
税
ி
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
確
ఆ
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
が
ศ
ར
で
す
。

画
面
の
Ҋ
内
に
ै
っ
て
金
ֹ
な
ど
を
入
力
す
れ

ば
、
税
ֹ
な
ど
が
自
動
త
に
計
ࢉ
さ
れ
、
所
ಘ
税

お
よ
び
෮
ڵ
特
別
所
ಘ
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
確
ఆ
申
告
書
や
青
৭
申
告
ܾ
ࢉ
書
な
ど

を
作
成
し
、
電
子
申
告
（̴

－

̩̰
͇
）
ま
た
は

ҹ
࡮
し
て
郵
ศ
で
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

電
子
申
告
は
、
̞
Ｄ
・
ύ
ス
ワ
ー
υ
方
ࣜ
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
υ
を
࢖
用
し
て
送
信
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。

▽
ి
子
申
ࠂ
・
ೲ
੫
γ
ス
ς
Ϝ
（
̴

ʵ

̩̰
͇
）

を
͝
ར
用
い
た
ͩ
͘
ϝ
Ϧ
ỽ
τ

・
24
時
間
い
つ
で
も
自
୐
か
ら
ネ
ッ
ト
で
申
告

・
ఴ
付
書
類
や
本
人
確
認
書
類
の
提
出
ল
ུ

・
ؐ
付
が
ス
ϐ
ー
σ
ỹ
ー

　

詳
し
く
は
国
税
ி
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
を
ご
ཡ
く

　

だ
さ
い
。

　

 hUUp���X
X

X
.OUa.go.jp�

ॴ
ಘ
͕
ͳ
͘
ͯ
΋
ਃ
ࠂ
͸
ඞ
ཁ
ʁ

ॴ
ಘ
੫
ͷ
֬
ఆ
ਃ
ࠂ
͕
ඞ
ཁ
ͳ
ํ

　

市
Ӧ
ॅ
୐
や
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
保
育

所
な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
所
ಘ
証
明
書
な
ど

の
発
行
や
、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
軽
ݮ
ા
ஔ
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▽
څ
༩
所
ಘ
が
あ
Γ
、
࣍
の
い
ͣ
Ε
か
に
֘
౰

͢
Δ
方

・
給
与
の
ऩ
入
金
ֹ
が
２
，
０
０
０
ສ
円
を
超

え
る
方

・
給
与
の
支
෷
い
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い

て
、
給
与
所
ಘ
お
よ
び
ୀ
職
所
ಘ
以
外
の
所

ಘ
の
合
計
が
20
ສ
円
を
超
え
る
方

・
給
与
の
支
෷
い
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
て
、
年
຤
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の

ऩ
入
金
ֹ
と
、
給
与
所
ಘ
お
よ
び
ୀ
職
所
ಘ

以
外
の
所
ಘ
の
合
計
が
20
ສ
円
を
超
え
る
方

・
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、
そ

の
同
族
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に
、
ି
付
金

の
ར
子
、
店
ฮ
・
޻
場
な
ど
の
௞
ି
料
、
機

ց
・
ث
۩
の
࢖
用
料
な
ど
の
支
෷
い
を
受
け

た
方

・
給
与
に
つ
い
て
、
災
害
ݮ
免
法
に
よ
り
源
ઘ

௃
ऩ
税
ֹ
の
௃
ऩ
༛
予
や
ؐ
付
を
受
け
た
方

・
在
日
の
外
国
公
館
に
勤
務
す
る
方
や
家
事
࢖

用
人
の
方
な
ど
で
、
給
与
の
支
෷
い
を
受
け

る
ࡍ
に
所
ಘ
税
を
源
ઘ
௃
ऩ
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
る
方

▽
２
Χ
所
Ҏ
্
か
ら
の
公
త
೥
金
等
に
܎
Δ
ࡶ

所
ಘ
が
あ
Δ
方

・
合
計
ऩ
入
金
ֹ
が
４
０
０
ສ
円
を
超
え
た
方

・
公
త
年
金
な
ど
の
ऩ
入
金
ֹ
が
４
０
０
ສ
円
以

下
で
、
か
つ
公
త
年
金
な
ど
に
係
る
ࡶ
所
ಘ
以

外
の
所
ಘ
の
合
計
が
20
ສ
円
を
超
え
た
方

▽
ݸ
人
ࣄ
業
主
΍
不
動
࢈
ऩ
ೖ
の
あ
Δ
方

▽
不
動
࢈
΍
ג
ࣜ
ͳ
ど
を
譲
渡
し
た
方

市
ݝ
ຽ
੫
ͷ
ਃ
ࠂ
͕
ඞ
ཁ
ͳ
ํ

ਃ
ࠂ
ʹ
ඞ
ཁ
ͳ
΋
ͷ

　

ࠓ
年
の
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
ॅ
ん
で
い

て
、
࣍
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
ಘ

税
の
確
ఆ
申
告
を
し
た
方
は
、
市
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
Ӧ
業
・
ړ
業
・
೶
業
な
ど
の
事
業
所
ಘ
や
不

動
࢈
所
ಘ
な
ど
が
あ
る
方

▽
給
与
所
ಘ
が
あ
る
方
で
࣍
に
֘
当
す
る
方

①
勤
務
先
か
ら
市
へ
の
給
与
支
෷
報
告
書
の
提

出
が
な
い
方
（
提
出
の
有
無
は
勤
務
先
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

②
年
຤
調
整
ࡁ
み
の
給
与
所
ಘ
以
外
に
20
ສ
円

以
下
の
所
ಘ
が
あ
っ
た
方

③
令
和
元
年
（
ฏ
成
31
年
）
中
に
ୀ
職
さ
れ
た

方
で
、
所
ಘ
税
の
確
ఆ
申
告
書
を
提
出
し
な

い
方

▽
公
త
年
金
な
ど
の
ऩ
入
金
ֹ
が
４
０
０
ສ
円

以
下
で
、
年
金
な
ど
に
係
る
ࡶ
所
ಘ
以
外
の

所
ಘ
の
合
計
が
20
ສ
円
以
下
の
方

①
令
和
元
年
（
ฏ
成
31
年
）
中
の
ऩ
入
お
よ
び

支
出
金
ֹ
が
確
認
で
き
る
書
類
（
給
与
・
年

金
所
ಘ
者
は
源
ઘ
௃
ऩ
票
な
ど
）

ਃ
ࠂ
ॻ
ʹ
͸
Ϛ
Π
φ
ϯ
ό
ồ
ͷ

ه
ࡌ
͕
ඞ
ཁ
Ͱ
͢

　

ฏ
成
28
年
分
以
߱
、
所
ಘ
税
お
よ
び
෮
ڵ
特

別
所
ಘ
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
ଃ

与
税
の
申
告
書
に
は
税
務
署
へ
提
出
す
る
౎

度
、「
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の
記
載
」と
、

「
本
人
確
認
書
類
の
提
ࣔ
ま
た
は
ࣸ
し
ఴ
付
」
が

必
要
で
す
。

▽
ຊ
人
֬
ೝ
書
類
（
ᶃ
ᶄ
ど
ち
ら
か
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
υ
（
個
人
番
号
カ
ー
υ
）

②
番
号
確
認
書
類
ʴ
身
元
確
認
書
類

※
番
号
確
認
書
類　

通
知
カ
ー
υ
、
ॅ
民
票

の
ࣸ
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る
も

の
）
な
ど

※
身
元
確
認
書
類
　

運
స
免
許
証
、
公
త
医
療

保
険
の
被
保
険
者
証
、
ύ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

ਃ
ࠂ
ॻ
ͷ
࡞
੒
͸

ɹ

ࠃ
੫
ி
ϗ
ồ
Ϝ
ϖ
ồ
δ
ͷ

ɹ
ɹ
ủ
֬
ఆ
ਃ
ࠂ
ॻ
࡞
੒

ί
ồ
φ
ồ
Ứ
Ͱ
!!

໰
͍
߹
Θ
ͤ

▽
確
ఆ
申
告
に
関
す
る
こ
と

　

茂
原
税
務
署

　

☎
０
４
７
５

－

22

－

２
１
６
６

▽
市
・
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
73

－

６
６
２
３

②
各
種
߇
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
ྖ
ऩ
書

や
証
明
書
な
ど

※
Ӧ
業
・
೶
業
・
不
動
࢈
所
ಘ
の
あ
る
方
は
、

申
告
ま
で
に
必
ず
青
৭
ܾ
ࢉ
書
ま
た
は
、
ऩ

支
内
༁
書
を
作
成
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
߇
除
を
受
け
る
方
は
、
ྖ
ऩ
書
の
提

出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
߇
除
の
明
細
書
」

の
ఴ
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
作
成
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

③
ҹ
ؑ
（
認
ҹ
可
）

④
所
ಘ
税
の
ؐ
付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
申
告

者
本
人
名
ٛ
の
༬
ஷ
金
の
ޱ
座
番
号
が
必
要

で
す
。
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▽
೛
৷
が
Θ
か
ỳ
た
ら
・
・
・

　
　

医
療
機
関
を
受
診
し
೛
৷
が
確
認
で

き
た
ら
、
子
育
て
世
代
แ
ׅ
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
฼
子
健
康
手
ா
と
฼
子
健
康
手

ா
別
࡭
を
も
ら
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

฼
子
健
康
手
ா
の
交
付
（
Ώ
り
か
ご
面

接
）
を
行
い
ま
す
。

▽
೛
්
݈
߁
診
査

　
　

೛
৷
を
し
た
ら
、
出
࢈
ま
で
の
間
に

14
ճ
程
度
の
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
฼
子
健
康
手

ா
別
࡭
（
೛
්
健
康
診
査
受
診
票
）
を

࢖
え
ば
、
公
費
で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽
೛
්
๚
問

　
　

೛
৷
中
の
生
活
や
৯
事
の
こ
と
な

ど
、
保
健
師
や
助
࢈
師
が
必
要
な
と
き

に
、
๚
問
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ɹউӜࢢͰ͸ɺ೛৷͔ظΒ੾Ε໨ͷͳ͍

औʹۀࣄΔΑ͏ʹ͞·͟·ͳ͑ߦԉΛࢧ

Γ૊ΜͰ͍·͢ɻෆ҆΍৺഑ͳ͜ͱ͸๊

ɺ͍ͭͰ΋࿩͍ͯͩ͘͠͞ɻͣ·ࠐ͑

　

市
で
は
ຖ
年
、
80
歳
以
上
の
市
民
で
20

本
以
上
自
分
の
ࣃ
を
有
し
、
ࣃ
の
健
康
が

༏
れ
て
い
る
方
の
中
か
ら
代
ද
者
１
人
を

選
び
夷
隅
郡
市
ࣃ
科
医
師
会
が
ओ
催
す
る

「
高
齢
者
よ
い
ࣃ
の
コ
ン
Ϋ
ー
ル
」
選
ߟ

会
へ
選
出
し
て
い
ま
す
。

　

80
歳
以
上
の
方
で
20
本
以
上
自
分
の
ࣃ

が
あ
る
方
の
お
申
し
込
み
を
お
଴
ち
し
て

お
り
ま
す
ʂ

応
募
資
格
　

入
れ
ࣃ
以
外
の
ࣃ
（
か
Ϳ
せ

た
ࣃ
、
ࠩ
し
ࣃ
で
も
よ
い
）
が
20
本
以

上
あ
り
、
健
康
で
日
常
生
活
を
過
ご
せ

て
い
る
80
歳
以
上
の
市
内
在
ॅ
の
方

申
込
క
੾
　

２
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

બ
ߟ
会
日
時

　

３
月
13
日
㈮
　

13
時
受
付

場
所
　

ܳ
ज़
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

　

福
祉
課
　

☎
73

－

６
６
１
８

�࢈

લ

ࣗવʹғ·Εͨ

  ͔ͭ͏ΒͰ
͸͙͘Ή͍ͷͪ

令
和
２
年
度

「
高
齢
者
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」
代
表
者

選
考
会
参
加
者
募
集
中

保健だより
問合せ　福祉課　子育て支援係　☎７３－６６１８
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▽
੺
ち
Ỵ
Μ
が
ੜ
·
Ε
た
ら
・
・
・

　
　

出
࢈
日
か
ら
14
日
以
内
に
੺
ち
Ỵ
ん
の

名
前
を
ܾ
め
て
市
民
課
に
出
生
ಧ
を
出
し

ま
し
Ỷ
う
。
฼
子
健
康
手
ா
別
࡭
に
つ
い

て
い
る
出
生
通
知
書
（
は
が
き
）
を
福
祉

課
子
育
て
支
援
係
の
૭
ޱ
に
出
す
か
ポ
ス

ト
へ
౤
വ
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
৽
ੜ
児
・
࢈
්
๚
問

　
　

保
健
師
や
助
࢈
師
が
、
生
後
約
28
日
以

内
に
自
୐
を
๚
問
し
、
੺
ち
Ỵ
ん
の
成
長

の
確
認
や
お
฼
さ
ん
の
健
康
や
育
児
の
相

談
に
࢕
い
ま
す
。
里
ؼ
り
出
࢈
す
る
方
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
ೕ
児
一
般
݈
߁
診
査

　
　

３
～
６
カ
月
に
１
ճ
、
９
～
11
カ
月

に
１
ճ
の
計
２
ճ
分
は
、
医
療
機
関
で

公
費
で
ೕ
児
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
฼
子
健
康
手
ா
別
࡭
を
ご
ཡ

く
だ
さ
い
。

▽
཭
ೕ
৯
教
室
（
ִ
月
開
催
）

　
　

཭
ೕ
৯
を
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
保
護
者
の
方
を
対
৅
に
、
管
理

ӫ
ཆ
士
に
よ
る
཭
ೕ
৯
の
ਐ
め
方
の
お

は
な
し
が
あ
り
、
調
理
方
法
の
実
ԋ
・

試
৯
も
あ
り
ま
す
。

※
開
催
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約

▽
਌
子
ͻ
Ζ
͹
（
ຖ
月
開
催
）

　
　

お
子
さ
ん
の
身
体
計
ଌ
・
発
達

▽
͓
஀
ੜ
教
室
（
ִ
月
開
催
）

　
　

１
歳
を
ܴ
え
る
お
子
さ
ん
の
発
育
を

保
健
師
・
管
理
ӫ
ཆ
士
・
ࣃ
科
衛
生
士

と
一
ॹ
に
確
認
し
ま
し
Ỷ
う
。

　

対
象
　

12
～
13
カ
月
児

※
対
৅
の
方
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▽
̍
ࡀ
̒
Χ
月
児
݈
߁
診
査
（
ִ
月
開
催
）

　
　

こ
と
ば
や
า
き
方
、
生
活
習
׳
の
確

認
を
行
う
と
て
も
大
切
な
健
診
で
す
。

医
師
・
ࣃ
科
医
師
に
よ
る
診
察
、
ྟ
চ

発
達
心
理
士
に
よ
る
発
達
相
談
、
保
健

師
・
管
理
ӫ
ཆ
士
・
ࣃ
科
衛
生
士
に
よ

る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
　

１
歳
６
カ
月
～
８
カ
月
児

※
対
৅
の
方
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▽
フ
ỽ
化
物
ࣃ
面
ృ
෍

　
　

஬
ࣃ
が
出
来
や
す
い
２
歳
児
の
஬
ࣃ

を
予
防
す
る
た
め
、
２
ճ
分
の
無
料
݊

を
配
෍
し
て
い
ま
す
。
対
৅
者
の
方
に

は
個
別
通
知
し
ま
す
。
契
約
の
ࣃ
科
医

院
は
福
祉
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
͢
͘
͢
͘
教
室
（
ִ
月
開
催
）

　
　

お
子
さ
ん
の
஬
ࣃ
が
増
え
や
す
く
、

ग़�

࢈

༮�

ࣇ

▽親子ひろば
□対 ０歳～就学前のお子さま（一部には個別通知あり）
日̆�２月２０日㈭　 ड̆�１０：００～１１：００
৔̆�こども館
˘࣋ 母子健康手帳、アンケート（一部の方のみ）、
　フェイスタオル

▽子育て相談ぐんぐん（心理の相談）
□対 就学前のお子さま
日̆�２月１２日㈬　 ड̆�１０：００～１４：３０
৔̆�こども館　※要予約　
˘࣋ 母子健康手帳、問診票

【各種健康相談】
ҎԼʹ͍ͭͯ͸ର৅者ʹݸผ௨஌͠·͢ɻ
▽お誕生教室
□対 Ｈ３１年１月～２月生まれの方
日̆�２月２０日㈭　 ड̆�１３：３０～１５：００
৔̆�こども館
˘࣋ 母子健康手帳、アンケート、使用中の歯ブラシ、
　フェイスタオル

※２月の「親子ひろば」、｢お誕生教室｣ は勝浦市
こども館で実施します。キュステではないので、
お間違えのないようにお願いします。

問合せ　福祉課子育て支援係　☎７３－６６１８

ν
ỻ
ッ
Ϋ
・
཭
ೕ
৯
の
ਐ
め
方
・
஬
ࣃ

予
防
な
ど
保
健
師
・
管
理
ӫ
ཆ
士
・
ࣃ

科
衛
生
士
が
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
　

０
歳
～
就
学
前
児

※
３
～
４
カ
月
、
６
～
７
カ
月
児
に
は
個

別
通
知
を
し
ま
す

ま
た
イ
ヤ
イ
ヤ
期
も
ϐ
ー
Ϋ
の
と
き
で

す
。
保
育
所
や
こ
ど
も
園
に
入
所
・
入

園
前
に
、
お
子
さ
ん
の
成
長
・
発
達
を

一
ॹ
に
確
認
し
ま
し
Ỷ
う
。

　

対
象
　

２
歳
５
カ
月
～
６
カ
月
児

※
対
৅
の
方
に
個
別
通
知
し
ま
す

▽
̏
ࡀ
児
݈
߁
診
査
（
ִ
月
開
催
）

　
　

身
体
の
発
育
だ
け
で
な
く
、
社
会
性

や
生
活
習
׳
の
発
達
の
確
認
も
行
い
ま

す
。
こ
と
ば
、
視
力
や
ௌ
力
、
೘
、
ࣃ

の
検
査
、
医
師
、
ࣃ
科
医
師
に
よ
る
診

察
、
ྟ
চ
発
達
心
理
士
に
よ
る
発
達
相

談
、
保
健
師
・
管
理
ӫ
ཆ
士
・
ࣃ
科
衛

生
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
　

３
歳
５
カ
月
～
７
カ
月
児

※
対
৅
の
方
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

▽
೥
த
児
ൃ
ୡ
相
談
ࣄ
業

　
　

年
中
の
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
保
育

所
、
こ
ど
も
園
で
の
८
ճ
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
生
活
で
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
発
達
に
つ
い
て
心

配
し
て
い
る
こ
と
を
、
ྟ
চ
発
達
心
理

士
や
保
健
師
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
各
保
育
所
、
こ
ど
も
園

よ
り
通
知
し
ま
す
。

▽
子
育
て
相
談
͙
Μ
͙
Μ
（
ຖ
月
開
催
）

　
　

お
子
さ
ま
の
発
達
、
発
育
、
育
児
に

対
す
る
不
安
を
持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ྟ
চ
発
達
心
理
士
、
言
ޠ
ௌ
覚
士
、

保
健
師
が
個
別
で
お
話
を
࢕
い
ま
す
。

　

対
象
　

０
歳
～
就
学
前
児

　

場
所
　

こ
ど
も
館
（
要
予
約
）
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Katsuura 
Topics

　多年にわたり、罪を犯した人々の改善更生と犯罪の
予防に尽力された功績により、保護司の刈込欣一さん
が法務大臣表彰を受賞されました。

　保護司とは犯
罪や非行をした
人の立ち直りを
地域で支える民
間のボランティ
アです。刈込さ
んは平成14年
12月の就任以
来、長年にわた
りご活躍されて
います。

　千葉県の発展に多大な貢献をされた方々を表彰
する「令和元年文化の日千葉県功労者表彰」の受
賞者が発表され、本市では齋藤豊久さんが受賞さ
れました。

令和元年文化の日
千葉県功労者表彰

消防防災功労
齋藤　豊久さん（勝浦）

〔夷隅郡市防火安全協会会長〕
〔(一社 ) 千葉県危険物安全協会連合会副会長〕

　内閣府から令和元年秋の叙勲などの受章者が発表され、市内では竹下和典さん、髙梨敏夫さんの２人
が栄誉に輝きました。

อ࢘ޢͱͯ͠௕೥͝׆༂

๏຿େਉදজΛड৆

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章

　　竹下　和典さん（白木）
〔元夷隅郡市広域市町村圏事務組合

　消防司令長〕

秋の叙勲
瑞宝単光章

髙梨　敏夫さん（新官）
〔勝浦重機代表取締役〕　

おめでとうございます
～長年の功労が称えられる～

Ұ͞Μۍࠐמ
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Katsuura Topics

　１１月２９日、勝浦中２年生を対象に郷育プロ
ジェクトの一環として、勝浦漁港での遊漁船乗船体
験や漁港内施設の冷蔵庫などの見学と、キュステ調
理室などでの魚さばき体験が行われました。魚さば
き体験では、サバを三枚におろしてみそ煮とおぼろ
に調理。魚の血や臭いにそれほど動じた様子もな
く、漁協女性部の皆さんの教えどおりにおいしそう
に完成させました。

　勝浦小学校グラウンドで１２月３日、市内全小学
生を対象にスケアードストレート交通安全教室が行
われました。スケアードストレートとは、スタントマ
ンが再現する事故現場を見て、恐怖を実感すること
で危険行為を未然に防ぎ、交通ルールの大切さを学
ぶ教育方法です。小学生たちは、目の前での事故のあ
と係員が危険防止の説明をすると、うんうんと大き
くうなずいていました。

　１１月２５日、千葉県庁で勝浦中央商店会（小原
俊浩会長）が表彰されました。この表彰は地域に貢
献する中小企業や商店街などの功績をたたえるもの
で、全国的に衰退している商店街の数が多いなか、積
極的なイベント開催などで地域の活性化を図ってい
る同商店会が注目されたものです。今後も地元の活
力としてますますの発展が期待されます。

　１２月１日、松野区自主防災会の防災訓練が行わ
れ、地元の方や消防団員など、およそ１００人が参加
し、煙体験ハウスを使った、煙が充満した建物からの
避難体験や、消火器を使った初期消火訓練などが行
われました。松野区では、毎年、初期消火訓練を実施
しており、参加者は消火器の扱いに慣れている様子
でした。「継続は力なり」ですね。その後、勝浦消防署
員から火災防止に関する講話が行われ、参加者は真
剣に耳を傾けていました。

Λ͞͹͖ɺધʹ৐Δڕ

学शݧମۀ࢈ਫ・ۀړ

໨ͷ前Ͱ͜ىΔڪාʂ

εέΞーυ・ετレーτ

উӜதԝ঎ళձ

ઍ༿ͷͪから
ňதখ・খن໛ۀاදজŉ

ଓ͚Δ͜ͱͷॏཁੑ

দ໺۠ͰॳظফՐ܇࿅

͍ͯͶ͍ͳ͑ڭΛड͚ΈΔΈΔ্ୡʂ දজΛتͿձ௕（ӈ）ͱ෭ձ௕（ࠨ）

Ζ͠͞Λ໨ͷ౰ͨΓʹ͢Δڪͷނࣄ ೔͔ࠒΒͷඋ͕͑େ੾Ͱ͢Ͷ
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MY STAGE

市
俳
句
会
　

根
競
べ
掃
い
て
ま
た
掃
く
落
葉
か
な

田
畑
祥
泉

湯
豆
腐
や
話
せ
ば
楽
に
な
る
こ
と
も

酒
井
良
司

枯
葉
踏
む
音
の
楽
し
き
散
歩
か
な

田
中
一
生

選
ば
れ
し
師
走
の
言
葉
ワ
ン
チ
ー
ム

　
　
　
　北
条
杜
岡

稲い
ね
わ
ら藁

を
整
え
き
ょ
う
か
ら
年
用
意　

　
　関
野
汀
華

も
ず
鋭
声
と
く
目
覚
め
よ
と
急
か
す
か
に

　
　藤
井
和
子

十
二
月
シ
ニ
ア
混
聲
合
唱
団

　
　田
邊
観
潮

俳
句
（
一
般
）

真
上
よ
り
鳶
の
声
降
る
淑
気
か
な

江
澤
茂
子

山
眠
り
海
さ
ん
さ
ん
と
あ
る
ば
か
り

篠
原
一
代

市
短
歌
会

わ
が
釣さ

お竿
に
絡
み
し
小
さ
き
コ
ウ
モ
リ
は

　糸
を
噛
み
切
り
闇
に
帰
り
ぬ

那
須
真
治

駅
コ
ー
ナ
ー
友
の
活
け
し
花
と
知
り

　皇
帝
ダ
リ
ヤ
に
心
癒
し
ぬ

大
槻
晏
子

か
ん
保
の
湯
露
天
風
呂
よ
り
景
色
見
ゆ

　さ
ざ
ん
か
満
開
夕
日
が
沈
む

藤
江
あ
け
み

膝
を
つ
き
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
整
枝
す
る

　う
し
ろ
姿
の
母
似
の
老
婆

遠
藤
久
子

海
遠
く
見
渡
せ
る
カ
フ
ェ
に
二
人
い
て

　コ
ー
ヒ
ー
飲
み
つ
つ
亡
き
人
偲
ぶ

岩
崎
千
恵

窓
越
し
に
若
き
二
人
の
手
話
や
ま
ず

　発
車
の
ベ
ル
の
鳴
り
響
く
中

黒
沼
令
子

も
み
じ
す
る
成
田
公
園
歩
み
行
く

　見
上
げ
る
空
に
音
の
み
聞
こ
ゆ

渡
辺
洋
子

の
ど
か
さ
に
羽
を
畳
み
て
と
ま
る
蝶

　花
の
台
座
で
暫
し
休
め
り

松
村
憲
子

カ
ラ
ム
シ
の
深
き
み
ど
り
は
初
霜
の

　凍
て
つ
く
朝
に
黒
く
変
り
し

小
沢
き
み
枝

日
本
中
桜
前
線
待
ち
居
る
に

　権
力
の
中
咲
く
は
な
の
哀
し
み

吉
野
佳
世
子

輝
か
し
新
天
皇
の
ご
即
位
に

　全
国
民
の
熱
き
声
援

細
野
千
枝
子

と
り
こ
わ
し
済
み
て
更
地
の
家
跡
に

　花
鉢
な
ら
び
静
か
な
り
け
り

里
見
絹
枝

さ
か
ら
わ
ず
生
き
ゆ
く
事
を
悟
り
た
り

　外
宮
に
仰
ぐ
千
年
の
杉

鈴
木
芳
子

嬉
嬉
と
し
て
逃
げ
る
ひ
ま
ご
に
追
い
つ
け
ぬ

　ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
午
後
の
雑
踏

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

そ
わ
そ
わ
と
と
う
に
過
ぎ
た
る
門
限
に

　我
こ
こ
ろ
病や

み
待
つ
わ
愛
猫

西
川
八
重
子

愛
犬
に
つ
け
た
小
さ
な
車
い
す

　正
月
の
浜
に
シ
ュ
プ
ー
ル
描
く

岡
村
朋
子

正
月
の
花
材
無
残
に
雨
風
が

　千
両
万
両
南
天
ま
で
も

田
仲
久
子

正
月
に
友
に
誘
わ
れ
ゴ
ル
フ
場
へ

　Ｏ
Ｂ
飛
ば
し
て
キ
ョ
ン
の
鳴
き
声

鎗
田
幸
雄

嘉
数
か
ら
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ
へ
思
い
寄
せ

　娘
ら
に
託
し
て
一
人
旅
立
つ

福
山
富
二

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

２
月
21
日
号
は
１
月
28
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

˜உࢠͷ෦ɹɹ
ɹ༏ɹউ　ؠງك།े・܅௩　　ڹϖΞ（উӜ中）
　४༏উ　૳࢘　ᣦۢ・ๆౡ　༔رϖΞ（ິ中）
　ୈ̏Ґ　ࢁ઒　ཅ࢜・౉ᬒ　௚رϖΞ（大多喜中）
　　　　　ยԬ　޹ଠ・൧ౡ　पرϖΞ（٢ࠃ中）

ୈ̑ճউӜۙྡத学ੜιϑτςχεେձ

ͷ෦ɹɹࢠঁ˜
ɹ༏ɹউ　ُా　光՚・ฏ઒͋ΊりϖΞ（大原中）
　४༏উ　Ֆ本　ࡊւ・ా中　ඒ࡙ϖΞ（大原中）
　ୈ̏Ґ　ࣲቌ　ਅา・٢໺　ժґϖΞ（大原中）
ϖΞ（大原中）ࡊཟ・ੴҪ　ཅ　　ޱࢁ　　　　　
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インフォメーションガーデン

　

市
で
は
、
現
在
、
子
宮
頸
が

ん
検
診
の｢
個
別
検
診｣

を
実

施
し
て
い
ま
す
。
20
代
、
30
代

の
女
性
が
患
う
が
ん
の
中
で
最

も
多
い
の
が
子
宮
頸
が
ん
で
す
。

ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
で
亡
く
な

る
方
は
増
え
て
お
り
、
そ
の
要

因
の
一
つ
に
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
受
け
る
人
が
非
常
に
少
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
実
施
期
間
は
２
月
29

日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
ご
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
　

20
歳
以
上
の
女
性

実
施
期
間
　

２
月
29
日
㈯
ま
で

実
施
医
療
機
関

▽
塩
田
病
院

　

水
曜
日
の
午
前
中
の
み

　

９
時
～
11
時

　

☎
73

－

１
２
２
１

▽
も
り
か
わ
医
院

　

午
前
（
月
～
土
）

　

９
時
～
11
時
30
分

　

午
後
（
月
火
金
土
）

　

14
時
30
分
～
16
時
30
分 

　

☎
87

－

３
３
４
７

受
診
方
法
　

実
施
医
療
機
関
に

必
ず
予
約
を
し
て
か
ら
、
受

診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

２
月
29
日
ま
で

子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

検
査
内
容
　

問
診
、
視
診
、
細

胞
診
な
ど
（
子
宮
体
部
検
診

は
、
医
師
の
判
断
の
も
と
実

施
可
能
で
す
が
、
検
診
費
用

の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
）

持
ち
物

①
検
診
料
金
（
１
，
０
０
０
円
）

※
た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
方
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）

②
保
険
証

検
査
結
果
に
つ
い
て
　

各
医
療

機
関
か
ら
報
告
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他

①
受
診
票
は
、
医
療
機
関
に
あ

り
ま
す
。

②
令
和
元
年
10
月
に
実
施
し
た

市
の
集
団
検
診
を
受
診
し
た

方
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

③
上
記
の
医
療
機
関
以
外
で
受

診
し
た
検
診
な
ど
に
関
す
る

負
担
金
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　

市
民
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
１
４

　

勝
浦
市
で
は
、
令
和
２
年
度
の

特
別
支
援
教
育
支
援
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

募
集
職
種 

　

職
種
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

募
集
人
員
　

若
干
名

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
応
募
資

格
に
つ
い
て 

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
市
内

小
・
中
学
校
へ
の
通
勤
が
可
能

な
方
。（
教
員
免
許
な
ど
の
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

受
付
期
間
に
つ
い
て 

申
込
書
受
付
期
間
は
２
月
７
日

㈮
ま
で
と
な
り
ま
す
。

勤
務
条
件

　

①
業
務
内
容

　
　

市
内
小
・
中
学
校
で
発
達

障
害
な
ど
の
特
別
な
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
児
童
生
徒

の
学
校
生
活
や
学
習
上
の
サ

ポ
ー
ト

　

②
勤
務
時
間

　
　

１
日
７
時
間
、週
35
時
間
（
た

だ
し
、
勤
務
割
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
あ
り
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員

募
集

　

③
休
業
日

　
　

学
校
休
業
日

　

※
夏
季
休
業
日
お
よ
び
冬
季

休
業
日
な
ど
長
期
休
暇
含
む

（
学
校
行
事
な
ど
に
よ
り
土

日
祝
日
へ
の
振
替
授
業
を
行

う
場
合
あ
り
）

　

④
報
酬
な
ど

　
　

時
給
９
９
２
円

　
　

交
通
費
支
給
制
度
あ
り

　

⑤
契
約
期
間

　
　

勤
務
時
間
に
応
じ
有
給
休
暇

が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

⑥
勤
務
時
間
な
ど
に
応
じ
社
会

保
険
に
加
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

⑦
労
働
災
害
の
適
用
と
な
り
ま

す
。

採
用
試
験
日
（
面
接
日
） 

　
　

採
用
試
験
は
面
接
試
験
を
行

い
ま
す
。

　
　

採
用
試
験
日
に
つ
い
て
は
、

担
当
課
よ
り
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
。（
面
接
場
所
は
勝
浦
市
役

所
と
な
り
ま
す
） 

手
続
き
に
つ
い
て 
　
　

特
別
支
援
教
育
支
援
員
と

し
て
雇
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
の
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
登
録
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
登
録
に
必
要
な
申
込

書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

　

総
務
課
職
員
係

　

☎
73

－

６
６
４
３ 

▽
担
当
課

　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
73

－

６
６
６
４
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インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

Fax

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

実
施
に
つ
い
て（
ご
案
内
）

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
予
防

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ
い
て

里
親
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

入
札
結
果
の
公
表

試
験
の
種
類
　

乙
種
第
４
類
の
み

試
験
日
　

３
月
15
日
㈰

試
験
会
場
　

敬
愛
大
学

願
書
受
付
期
間

▽
書
面
申
請

　

１
月
20
日
㈪
か
ら
２
月
10
日
㈪

ま
で
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

９
時
30
分
～
16
時
ま
で

▽
電
子
申
請

　

１
月
17
日
㈮
か
ら
２
月
７
日
㈮

ま
で

24
時
間
対
応

（
締
切
日
は
17
時
ま
で
）

願
書
受
付
場
所

　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
千
葉
県
支
部
（
郵
送
お
よ

び
電
子
メ
ー
ル
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
験
願
書
な
ど
の
必
要
な
書
類
は

消
防
本
部
、
勝
浦
消
防
署
、
大
原

消
防
署
お
よ
び
大
多
喜
・
御
宿
・

夷
隅
・
岬
の
各
分
署
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
80

－

０
１
３
２

日
時
　

２
月
16
日
㈰

　
　
　

14
時
～
16
時

　
　
　

（
13
時
30
分
受
付
開
始
）

場
所
　

ホ
テ
ル
　

ザ
・
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
２
階
ル
ー
ナ
（
千
葉
市
）

講
師
　

石い
し
く
ら蔵

文ふ
み
の
ぶ信

先
生
（
医
師
・
大

阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
未
来
共

創
セ
ン
タ
ー
招
へ
い
教
授
）

内
容
　

体
の
不
調
の
何
割
か
は
配
偶

者
が
原
因
？
夫
源
病
・
妻
源
病
の

治
し
方
　

全
国
に
先
駆
け
て
「
男

性
更
年
期
外
来
」
を
開
設
し
、
夫

の
言
動
か
ら
来
る
ス
ト
レ
ス
に
よ

る
妻
の
不
調
を
「
夫
源
病
」
と
名

付
け
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
先
生

が
、
医
師
が
み
た
妻
も
夫
も
幸
せ

に
な
れ
る
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

参
加
費
　

無
料

募
集
人
数

　

２
０
０
人

　

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

託
児
　

無
料
（
15
人
ま
で
抽
選
）（
１

歳
～
未
就
学
児
・
要
申
込
）

申
込
方
法

　

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話

申
込
期
限
　

２
月
５
日
㈬

申
込
・
問
合
せ
　

千
葉
県
総
合
企
画

部
男
女
共
同
参
画
課
Ｄ
Ｖ
対
策
班

　

☎
０
４
３

－

２
２
３

－

２
３
７
６

　
　

０
４
３

－

２
２
２

－

０
９
０
４

　
　

kyodo3@
m

z.pref.chiba.lg.jp

　

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
里
親
制
度

説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　

２
月
２
日
㈰
　

13
時
～
15
時

場
所
　

茂
原
市
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ

　

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ち
ば
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

　

☎
０
４
７
０

－

28

－

４
２
８
８

件
名
／
場
所
／
期
間

落
札
業
者
名
／
契
約
金
額

▽（
仮
称
）勝
浦
こ
ど
も
園
物
品
輸
送

委
託

・
（
仮
称
）
勝
浦
こ
ど
も
園

　

12
／
６
～
１
／
11

　

日
本
通
運
㈱
千
葉
南
支
店

　

５
８
５
，
８
９
０
円

▽「
子
ど
も
子
育
て
フ
ェ
ス
タ
か
つ

う
ら
」 

子
ど
も
向
け
ブ
ー
ス
運
営

等
委
託

・
沢
倉
５
２
３
番
地
１

　

２
／
２

　

㈱
セ
レ
ス
ポ
千
葉
支
店

　

８
３
８
，
６
４
０
円

問
合
せ
　

財
政
課
契
約
検
査
係

　
　
　
　

☎
73

－

６
６
４
９

最低賃金件名 改正時間額 発効日

特
定
最
低
賃
金

調味料製造業 ９２３円 R1.10.1
鉄鋼業 ９９３円 R1.12.25
はん用機械器具、生産用機械器具製造業 ９２３円 R1.10.1
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 ９５１円 R1.12.25
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具・理化学機械器具製造業、医
療用機械器具・医療用品製造業、光学機械器具・レンズ製造業、時計・同部分品
製造業、眼鏡製造業

９２３円 R1.10.1

各種商品小売業 ９２３円 R1.10.1
自動車（新車）小売業 ９２３円 R1.10.1

《参考》千葉県最低賃金 ９２３円 R1.10.1

問合せ　千葉労働局労働基準部賃金室　☎０４３－２２１－２３２８

千葉県の最低賃金が改正されました
　県内すべての特定の業種の事業所で働く労働者に適用される「特定最低賃金」が改正されました。支払賃金を
最低賃金と比較する場合、賃金から精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外勤務手当、休日出勤手当、深夜手当、
賞与および臨時の賃金は除外します。
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（有料広告）（有料広告）

第３日曜日 １月１９日 8：30～12：30
※第１日曜日のみ、
　マイナンバーカードの
　交付を行っています。

第１日曜日 ２月　２日

第３日曜日 ２月１６日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ ◇当番医の紹介◇ 夜間・日曜・祝日など
　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部
　☎８０－０１１９
◇納税・納付◇
○市民税・県民税：４期　納期　　１月３１日（金）
○国民健康保険税：７期　納期　　１月３１日（金）
○介護保険料　　：６期　納期　　１月３１日（金）
○後期高齢者　　：７期　納期　　１月３１日（金）
　医療保険料
※口座振替をご利用の方は、残高の確認をお願いします。
問合せ　税務課収納係　☎７３－６６２２

労
災
職
業
病

な
ん
で
も
相
談
会

大
麻
に
関
す
る
誤
っ
た
情
報

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

動
物
愛
護
事
業（
２
月
）

日
時
　

１
月
25
日
㈯
　

13
時
～
16
時

会
場
　

成
田
市
中
央
公
民
館

対
応
者
　

弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生

管
理
者
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ほ
か

費
用
　

無
料

　

（
予
約
不
要
、
当
日
受
け
付
け
）

問
合
せ

　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

　

☎
０
４
３

－

２
２
５

－

４
５
６
７

２
月
は
「
千
葉
県
薬
物
乱
用

防
止
広
報
強
化
月
間
」

　

大
麻
は
世
界
で
最
も
乱
用
さ
れ
て

い
る
薬
物
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
に
お
い
て「
大
麻
は
害
が
な
い
」

「
タ
バ
コ
よ
り
安
全
で
あ
る
」と
い
っ

た
誤
っ
た
情
報
が
流
れ
て
い
ま
す

が
、
幻
覚
作
用
、
記
憶
障
害
、
学
習

能
力
の
低
下
、
知
覚
の
変
化
な
ど
を

引
き
起
こ
す
違
法
な
薬
物
で
す
。

　

ま
た
、
大
麻
事
犯
の
検
挙
人
員
は

昨
年
、
３
，
７
０
０
人
を
超
え
、
二

年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
十
代
お

よ
び
二
十
代
の
若
年
層
で
あ
り
、
大

麻
の
乱
用
者
の
裾
野
が
青
少
年
を
中

心
に
拡
大
し
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
は
自
分
一
人
の
問
題
で

場
所
　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
富
里
市
御
料
７
０
９

－

１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時
　

２
月
13
日
㈭
　

10
時
～
12
時

受
付
　

９
時
30
分
～
10
時

費
用
　

無
料

定
員
　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
飼
い
犬
同
伴
、（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

が
開
催
）

日
時
　

２
月
９
日
㈰
　

13
時
～
15
時

受
付
　

12
時
30
分
～
13
時

費
用
　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員
　

３
組
以
上
10
組
（
要
予
約
）

は
な
く
、
家
族
や
社
会
全
体
に
大
き

な
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
薬
物
の
危
険
性
を
正
し

く
理
解
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

若
者
が
薬
物
に
手
を
出
さ
な
い
社
会

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
物
の
相
談
機
関

▽
県
薬
務
課

　

☎
０
４
３

－

２
２
３

－

２
６
２
０

▽
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
３

－

２
６
３

－

３
８
９
２

ま
た
は
最
寄
り
の
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
保
健
所
）

▽
県
警
察
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン

　

☎
０
１
２
０

－

７
８
３

－
４
９
７

▽
勝
浦
警
察
署

　

☎
73

－

０
１
１
０

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
４
３

－

２
１
４

－

７
８
１
４

【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
カ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時
　

２
月
19
日
㈬
　

10
時
～
12
時

※
講
習
日
程
は
調
整
可
能（
要
相
談
）

費
用
　

無
料
（
予
約
制
）

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時
　

２
月
６
日
㈭
・
22
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

受
付
　

９
時
～
９
時
30
分

費
用
　

無
料
（
予
約
不
要
）

※
譲
渡
の
条
件
に
つ
い
て
は
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
に

遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。
受
付
時
間
に

遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
　

２
月
９
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

費
用
　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間
　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間
　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

－

93

－

５
７
１
１
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相談日

2月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（電話番号）

合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　４日（火）
１３時～１５時（受付時間）

市役所 福祉課　　　　 （７３－６６１９）
１８日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）
２５日（火） 市役所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

市民法律相談（予約制・先着順５人まで・１人につき３０分間）

１３日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２８日（金）
家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 生涯学習課 生涯学習課（７３－６６６５）
学校教育に関する相談

月～金曜日 ８時３０分～１６時 学校教育課 学校教育課（７３－６６６４）
消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時
損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京

（０５７０－０２２－８０８）
女性のための総合相談

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）
男性のための総合相談

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）
精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）
千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）
２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１
電話de詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）
千葉県ひきこもり地域支援センター（ひきこもり相談）

祝日・年末年始を除く
月～金曜日

９時３０分～１６時３０分
（第１金曜）１３時～１６時３０分 電話相談 千葉県ひきこもり地域支援センター

（０４３－２０９－２２２３）
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内容た
っぷり

内容た
っぷり

笑顔あ
ふれる 地域地域地域地域

～介護予防のまちづくり～ 通信通信通信通信

『
広
報
か
つ
う
ら
』
次
号
は
２
月
７
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 

千
葉
県
勝
浦
市
企
画
課

０
４
７
０（
73
）６
６
５
７

〒
２
９
９-

５
２
９
２ 

千
葉
県
勝
浦
市
新
官
１
３
４
３
ー
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

h
ttp
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　午後の授業は図工 ( 手まり作り ) と体育 ( コグ二サイズ ) で
した。
　手まり作りでは、各テーブルに指導するスタッフがついて、
参加者は説明を聞きながら一緒に作成しました。
　作り始めは、｢難しくて作れない｣ と口にしていた方もいつ
の間にか真剣に取り組んでいました。細かい作業が多かった
ですが皆さん１時間の作業で、きれいな手まりを続々と作成。多くの参加者から、「また作ってみたい」
という喜びの声をいただきました。

問い合わせ先　勝浦市地域包括支援センター　☎７３－６６１５（高齢者支援係）

かつうら鶴亀学校
　11 月 22 日に開催しました「かつうら鶴亀学校」の様子を
ご紹介します。
　今回は「1 日の青春をあなたに」をテーマに、多くの方に
参加いただき、例年以上の盛り上がりとなりました。

午前　音楽レクリエーション

午後　手まり作り・物忘れ予防運動

　午前は歌声ボランティア「うたびと」のみなさんによる授
業です。
　まず、社会の授業では「勝浦今昔物語」と題し、勝浦市の
今と昔の写真を紹介しながら、勝浦史について話をしてくだ
さり、参加者の中には思わず写真を指さし当時を懐かしむ方
がいました。 

　次に、九十九里病院のリハビリテーション科の理学療法士の
方を講師に迎えて、中程度の運動負荷を体にかけながら、認知
課題 ( しりとりや簡単な計算 ) に取り組んでいくコグ二サイズ
を行いました。日常生活の中では行わない動作が中心のため、
最初のうちは会場からため息やどよめきも。しかし、次第に慣
れてきたのか、グループで行ったしりとりゲームでは、参加者
同士の交流が見られ終始笑い声が絶えることなく、なごやかな
雰囲気のまま幕を閉じました。

　次に音楽の授業では「東京」が出てくる曲のイントロ
クイズがスタート。昭和歌謡を歌う場面では、「うたびと」
の方が歌詞にあった仮装をして登場すると、会場は拍手と
笑い声に包まれました。その後、恒例の勝浦シャンソン
をみんなで楽しく踊って午前の授業は終了。今年は、う
たびと講習会を終えたばかりの第 4 期生のみなさんが大
活躍してくださいました。
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